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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や日銀の金融政策を背景に、企業業績の改

善や設備投資の増加傾向など、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら、一時の急激な円安の発

生に伴い原材料価格等の高騰が懸念されるなど不透明な状況で推移しております。

 個人消費におきましては、消費税率の引き上げに伴う駆け込み需要の反動が見られたものの、影響は限定的で、

徐々に持ち直しの動きが見られております。日常における節約志向は依然として根強いものの、一方では品質や価値

にこだわった商品へのニーズの高まりも見られており、新たな販売の機会となっております。しかしながら、原材料

価格の上昇や景気回復に伴う人手不足など、経営環境は予断を許さない状況が引き続いております。

 このような経済環境の中、当社グループはきのこ事業を中心として製品の安全性に万全の体制で臨むとともに、各

事業におきまして収益の拡大に努めてまいりました。中核を占めますきのこ事業におきましては、上田第二きのこセ

ンターが通年の稼働となったことや福岡八女第二きのこセンターが出荷を開始するなど生産量は増加いたしました。

販売面におきましては、販売量・きのこ単価ともに計画を下回る厳しい状況で推移いたしました。

 化成品事業におきましては、原油高による価格転嫁の影響から厳しい販売環境にあるものの、大型案件の成約や積

極的な新規開拓などにより、売上高は堅調に推移いたしました。

 レトルト食品事業におきましては、一部受注元の内製化により受注減となるなど厳しい状況となっておりました

が、新規取引の受注などによりわずかながら計画を上回る状況で推移いたしました。

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は256億88百万円（前年同四半期比14.6％増）、営業損失17億12

百万円（同営業損失金額13億20百万円）、経常損失10億30百万円（同経常損失金額７億82百万円）、四半期純損失８

億29百万円（同四半期純損失金額６億72百万円）となりました。

 セグメントごとの業績は次のとおりであります。

 

［きのこ事業］

 きのこ事業におきましては、生産の拡大と品質の向上、販売の強化を中心に業績の拡大に努めてまいりました。生

産部門におきましては、昨年よりマイタケ生産を開始いたしました上田第二きのこセンターの通年出荷や福岡八女第

二きのこセンターによる９月からのブナシメジの出荷の開始、また一部のきのこセンターによる生産品種の変更など

があり、全体として生産量は増加いたしました。その結果、当第２四半期連結累計期間の生産量は、ブナピーを含め

ブナシメジが19,779ｔ（同3.9％減）、エリンギ9,178ｔ（同1.8％減）、マイタケ6,349ｔ（同19.3％増）となりほぼ

計画通りとなりました。しかしながら、販売面におきましては消費者の消費税増税後の生活防衛意識の高まりや需給

環境の影響を受けるなど販売量、単価ともに安定せずに厳しい状況で推移し、売上高は計画を下回ることとなりまし

た。

  以上の結果、きのこ事業全体の売上高は188億84百万円（同4.9％増）となりました。

 

 [化成品事業]

  化成品事業におきましては、原油価格が継続して高値となっていることから製品原価が高止まりとなり、引き続き

厳しい販売環境となっております。そのような環境の中、包装資材部門を中心として大型案件の獲得や新規開拓の強

化、既存取引先へのきめ細やかな営業など、販売活動を行ってきたことにより、売上高は計画を上回りました。以上

の結果、当事業の売上高は49億17百万円（同11.2％増）となりました。

 

 [レトルト食品事業]

  レトルト食品事業におきましては、前期は期中からの寄与となりましたが、当期より通年の寄与となりました。当

事業はＯＥＭを中心としたレトルト食品の製造を行っております。一部受注元の内製化による受注減などもあり厳し

い状況で推移いたしましたが、新規の受注などにより売上高は僅かながら計画を上回る状況で推移いたしました。以

上の結果、当事業の売上高は18億86百万円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

  当第２四半期連結会計期間末における資産、負債、純資産の状況とそれらの要因は次のとおりであります。

①資産の部

  資産の部は803億53百万円となり、前連結会計年度末より59億79百万円増加いたしました。流動資産は163億17百円

となり前連結会計年度末より14億18百万円の増加となりました。これは主に受取手形及び売掛金８億16百万円及び仕

掛品４億87百万円の増加によるものであります。固定資産は640億35百万円となり、前連結会計年度末より45億60百

万円の増加となりました。これは主に有形固定資産42億74百万円の増加によるものであります。

②負債の部

  負債の部は357億14百万円となり、前連結会計年度末より73億21百万円増加いたしました。流動負債は307億34百万

円となり前連結会計年度末より73億66百万円の増加となりました。これは主に短期借入金76億８百万円の増加による

ものであります。固定負債は49億79百万円となり、前連結会計年度末より44百万円の減少となりました。

③純資産の部

 純資産の部は、446億39百万円となり、前連結会計年度末より13億42百万円の減少となりました。これは主に配当

金15億91百万円の支払と四半期連結純損失８億29百万円の計上及び退職給付に関する会計基準改正の影響７億44百万

円の増加による利益剰余金16億76百万円の減少とその他の包括利益累計額２億81百万円の増加によるものでありま

す。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の業績予想につきましては、国内の経済情勢が堅調に推移しているものの、不透明な海外景気からくる先行き 

不安や、雇用情勢の改善にも関わらず個人消費の回復が遅れていること、きのこ市場が暖冬などの天候要因や市場の 

需給環境に影響されるなど通期の見通しに対し不透明な要因もあることから、平成26年５月16日公表の通期業績予想 

を据え置くことといたしました。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 １ 退職給付に関する会計基準等の適用 

  「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を平均残存勤務期間

に対応する単一年数の債券利回りを基礎として決定する方法から、退職給付の支払見込期間ごとに設定された複数

の債券利回りを基礎として決定する方法へ変更しております。

  退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、第１四半期

連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減して

おります。

  この結果、第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る資産が1,152百万円増加し、利益剰余金が744百万円

増加しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれ

ぞれ27百万円増加しております。

 

 ２ 従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱いの適用

  当社は、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号

平成25年12月25日）を第１四半期連結会計期間から適用しております。なお、当実務対応報告適用初年度の期首よ

り前に締結された信託契約に係る会計処理につきましては従来採用していた方法を継続するため、当実務対応報告

の適用による四半期連結財務諸表への影響はありません。 

 

 

（４）追加情報

 （従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

  当社は、従業員への福利厚生を目的として、従業員持株会に信託を通じて自社の株式を交付する取引を行ってお

ります。

 １ 取引の概要 

  当社が「ホクト従業員持株会」（以下「当社持株会」といいます。）に加入する従業員のうち一定の要件を充足

する者を受益者とする信託を設定し、当該信託は今後５年間にわたり当社持株会が取得すると見込まれる数の当社

株式を、予め定める取得期間中に取得します。その後、当該信託は当社株式を毎月一定日に当社持株会に売却しま

す。信託終了時に、株価の上昇により信託収益がある場合には、受益者たる従業員の拠出割合に応じて金銭が分配

されます。株価の下落により譲渡損失が生じ信託財産に係る債務が残る場合には、金銭消費貸借契約の保証条項に

基づき、当社が銀行に対して一括して弁済するため、従業員への追加負担はありません。 

 

 ２ 信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する会計処理 

  「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号平成25年

12月25日）第20項を適用し、従来採用していた方法を継続しております。 

 

 ３ 信託が保有する自社の株式に関する事項 

  信託が保有する当社株式の信託における帳簿価額は、前連結会計年度309百万円、当第２四半期連結会計期間275

百万円で、株主資本において自己株式として計上しております。また、当該株式の期中平均株式数は、前第２四半

期連結累計期間230,343株、当第２四半期連結累計期間191,000株であり、１株当たり情報の算出上、控除する自己

株式に含めております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,896 3,160 

受取手形及び売掛金 5,147 5,963 

商品及び製品 1,372 1,605 

仕掛品 3,095 3,583 

原材料及び貯蔵品 599 631 

その他 811 1,400 

貸倒引当金 △23 △26 

流動資産合計 14,898 16,317 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 45,649 49,224 

減価償却累計額 △19,615 △20,399 

建物及び構築物（純額） 26,034 28,825 

機械装置及び運搬具 28,855 32,277 

減価償却累計額 △17,142 △18,649 

機械装置及び運搬具（純額） 11,713 13,628 

土地 12,258 12,583 

その他 4,010 3,309 

減価償却累計額 △1,246 △1,299 

その他（純額） 2,764 2,009 

有形固定資産合計 52,771 57,046 

無形固定資産    

のれん 711 646 

その他 237 211 

無形固定資産合計 949 858 

投資その他の資産    

投資有価証券 4,972 5,327 

退職給付に係る資産 － 334 

その他 942 645 

貸倒引当金 △160 △175 

投資その他の資産合計 5,754 6,131 

固定資産合計 59,475 64,035 

資産合計 74,374 80,353 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 5,427 5,850 

短期借入金 10,500 18,108 

未払法人税等 2,586 140 

賞与引当金 914 901 

その他 3,940 5,733 

流動負債合計 23,368 30,734 

固定負債    

長期借入金 3,770 4,334 

退職給付に係る負債 845 － 

資産除去債務 164 174 

その他 243 470 

固定負債合計 5,024 4,979 

負債合計 28,392 35,714 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,500 5,500 

資本剰余金 5,711 5,723 

利益剰余金 37,685 36,008 

自己株式 △2,701 △2,657 

株主資本合計 46,196 44,574 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 641 919 

為替換算調整勘定 △449 △474 

退職給付に係る調整累計額 △474 △446 

その他の包括利益累計額合計 △282 △0 

新株予約権 67 64 

純資産合計 45,981 44,639 

負債純資産合計 74,374 80,353 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 22,424 25,688 

売上原価 18,216 21,363 

売上総利益 4,207 4,325 

販売費及び一般管理費    

販売手数料 1,352 1,470 

運搬費 1,472 1,594 

賞与引当金繰入額 134 150 

その他 2,568 2,822 

販売費及び一般管理費合計 5,528 6,038 

営業損失（△） △1,320 △1,712 

営業外収益    

受取配当金 65 95 

受取地代家賃 107 112 

為替差益 271 474 

その他 138 74 

営業外収益合計 582 756 

営業外費用    

支払利息 43 72 

その他 0 1 

営業外費用合計 44 74 

経常損失（△） △782 △1,030 

特別利益    

受取保険金 14 114 

固定資産売却益 － 33 

投資有価証券売却益 25 － 

その他 0 1 

特別利益合計 40 149 

特別損失    

固定資産除却損 － 55 

その他 2 0 

特別損失合計 2 55 

税金等調整前四半期純損失（△） △745 △936 

法人税、住民税及び事業税 101 137 

法人税等調整額 △173 △244 

法人税等合計 △72 △106 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △672 △829 

四半期純損失（△） △672 △829 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △672 △829 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 225 277 

為替換算調整勘定 △7 △25 

退職給付に係る調整額 － 28 

その他の包括利益合計 217 281 

四半期包括利益 △454 △548 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △454 △548 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません
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